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派遣法抜本改正を求める緊急要請 
派遣法改正に向けて、昨年末、労働政策審議会が厚生労働

大臣に答申した内容は、実効性に乏しく、事前面接の解禁な

ど、前政権が提案し廃案となった法案の改悪項目が盛られる

など、大きな問題を含んでいます。法案要綱が作成される１

月下旬から２月上旬にかけて、政権与党に対し、「総選挙時の

公約を守り、政治主導で抜本改正にむけて力を尽くせ」と要

請していくことが重要となっています。 
 全労連は中央行動の他、地元事務所への要請とともに、Ｆ

ＡＸ要請を提起しています。 
民主党 (F)０３－３５９５－９９６１、 
社民党 (F) ０３－３５８０－８０６８、 
国民新党 (F)０３－５２７５－２６７５ 

【例文】 
 労働政策審議会のまとめた派遣法抜本改正案は、この間、

派遣労働者が被ってきた「派遣切り」を始めとする、数々の

権利侵害をふまえ、事態を改善させる制度改正案とは、必ず

しもなっていません。ついては、以下の修正を、政治主導に

よって行なってください。 
①事前面接の解禁など、審議会で議論されなかった改悪提案は削除すること。 
②違法派遣の場合、派遣先が労働者を直接雇用していると『みなす』制度の創設においては、その労働契約は

期間の定めのない雇用とすること。 
③派遣が認められる「常用雇用型派遣」の言葉の定義を行い、「常用とは、期間の定めのない雇用である」と

すること。 
④均等待遇原則を明示すること。 
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３月２１日～２２日に開催される「おおさか社会

フォーラム」のプレ企画第２弾で「もうひとつの

おおさか、もうひとつの日本」をテーマに二宮厚

美さんが講演。「おおさか社会フォーラム」を密

着取材している朝日新聞が報道。（１月２７日付） 


